
- 1 -

第 12 号 令和４年７月１５日（金）

学校だより 三和中ＪＵＭＰ
三和中学校１８４

第37回糸満市少年の主張大会

みなさんは、好きなことや好きなものを否定されたらどうしますか。

私は小学校の時、好きなアニメや漫画のことでショックだったことがあります。

その頃、SNS で私の好きなジャンルについて語っている人がたくさんいました。私も私
の身近にも同じような人がいるのではないかと思い、一人の友達に話してみました。

「SNS に、私と同じものを好きな人があんなにたくさんいるくらいだから、クラスにも一人か二人はいるだろう。」
というくらいの気持ちでした。

ところが、その友達は嫌そうな表情になり、「え、引いたわ･･････」という言葉を返してきました。

「こんなに広い世界で、たくさんの人がいるのに、話が合わないとか、そんなのあるの?！」
とてもショックを受けました。

それからは、私は SNS で見かける人たちは特別な人たちだと思うようになり、うらやましくもなっていました。
また、好きなことや趣味を聞かれても、

「特にない。」と答えるようになり、嫌そうな顔をされたくない、と自分の好きなものを否定するようになっていま

した。

中学生になったある日、新しくできた友達に「これ、好き?」と聞かれました。彼女が話題にしたのは、私の好きな
ものだったのです。

とっても嬉しくなりました。やっと共通の話題で話し合える友達ができた、と喜びで胸がいっぱいになりました。楽

しい日々を過ごす中で、私の話に嫌そうな顔をした友達を思い出すこともありましたが、もう気になりませんでした。

人は人。否定されたからと言って落ち込む必要はない。だって私は今、話の合う友達がいるのだから、と考えるように

なりました。

また、こうも考えるようになりました。

私が好きなものなら私の友達も好きだろう、SNS で話題になっているのだからこの人も気になっているだろう、とい
う考え方は違うんだな。考えもみんな違うなら、好みだってそれぞれあって当たり前なんだな、と。

そして、あの時嫌そうな顔をした友達の立場にもなって考えました。もしかしたら、私の好みを押し付けていると感

じていたのかもしれない。押しつけのように感じる言い方や態度とはどのようなものだろう、と考えるようにもなりま

した。

もしこれから、私の興味のない話題があっても、「私はあまり興味ないけど、あなたが好きだったらいいと思うよ。」

と、優しく言えるようになりたいと思っています。

人には、顔や性格、考えがそれぞれあるように、好みもそれぞれ。それを否定する権利なんて誰にもありません。

また誰かに否定されたからといって、落ち込む必要もありません。一人一人違っていて当たり前で、それにいつかき

っと、わかってくれる人がどこかにいます。

「When it is dark enough, you can see the stars. どんなに暗くても、星は輝いている」（レルフ・ロウｩルド・エマーソン）

こんな広い世界です。きっとどこかに同じ輝きを持った星があるはずです。

自分の「好き」を通して見えたセカイ ２年 A

Aさん優良賞受賞！
ご本人は「すごく緊張しまし
た」と言っていましたが、堂
々とした意見発表でした。
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